










呼吸管理を主体とするintensive careの導入により,近年の新生児医療水準は,めざましく

進歩し,それと同時にハイリスク新生児の死亡率および,後障害発生率も著しく改善してき

ている。 

欧米でもまた,わが国の報告でも,1960 年代後半以降に保育されたものでは,死亡率の減少

とともに,後障害発生の頻度も減少してきており,救命できれば,その児の予後が,比較的良

好であろう事が示唆されている。 

そこで,本稿では,後障害として脳性麻癖を遺した者に対し,その危険因子を検討し,ハイリ

スク新生児の outcome score の作成を試みた。 


